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社会保険診療報酬については、物価及び国民生活への影響を勘案しつつ、国民に安心感を与える医療を実現す

る観点から、別紙のとおり平均１．５５％の引上げ改定を認めることとし、あわせて今後、下記の方針により対

処するものとする。 

なお、薬価基準及び特定保険医療材料については△１．３６％の引下げ改定を行うことから、これらをあわせ

た改定率は平均０．１９％の引上げになる。 

 

 
記 

 
 政府は、国民に安心感を与える医療を実現するための施策を推進する中で、物価及び国民生活への影響を十分

考慮し、引き続き、適切な社会保険診療報酬体系となるよう努めるものとする。 

 


